
戦 前・戦 後 の 教 育 実 践 を 語 る

一報徳教育・福沢プラン・井上喜一郎－

須　田　将　司＊

本稿は、戦後新教育「福沢プラン」について、その基盤となった戦前の報徳教育およびそ

の後の実践の展開を捉えるべく行った聞き取り調査の記録集である。以下の4点が明らかと

なった。①戦前の報徳教育をリードした米山要助校長が戦後「福沢プラン」を形成する井上

喜一郎を招いたこと、②報徳教育の「芋こじ」の理 念をベースに戦後新教育を模索していっ

た井上喜一郎校長や福沢小教員集団の姿、③「芋こじ」以 来の話し合いの重視が子どもの

「主体的必然性」の育成につながったこと、④話し合い学習により知識や価値観が動く「可

動的均衡点」という授業論が生み出されたこと。ここから、話し合いや関わり合いを追究し

た教育実践が、戦前・戦後を貫き「深化」していった姿を見出すことができる。
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はじめに

本稿は、戦後新教育「福沢プラン」の教育史上に

おける存 在意義を再考するため、その前後の教育

実践に射程を広げて行った聞き取り調査の記録集

である。

二 宮 尊 徳 生 誕 地に 隣 接 する福 沢 小 学 校 で

は、1938( 昭和13) 年 度に報徳教育の第一人者・米

山要助校長 により全村教育的な実践が展開し、国

民学校令期には錬成論と適合しつつ児童常会・母

子常会などの実践が展開された1。この過程で至誠・

勤労一分度・推 譲や「芋こじ」といった報徳思想の理

論や方策が学 校教育実践に転化されており、戦後

に校内昇進で校長となった井上喜一郎は、それら

を手 掛かりに民主教育を模 索したことがわかって

いる≒ 井上喜一郎校長がリードする初期社会科と

しての実践は、1951(昭和26) 年に『農村地域社会

学校』として、さらには経験主義的な社会科への批

判や障 害児教育、道 徳教育といった諸問題にも向

き合った成果 が1960( 昭和35) 年に『「わかる」ことの

追求』としてまとめられている≒その実践に根ざした

研究は井上喜一郎が転じた松田小学 校で理科・社

会科両面にわたる授業研究として展開し、「松田小

方式」、「可動的均衡点」という独自の教育理論4、そ

して「社会科の初志をつらぬく会」や「全国初等理科
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教育研究会」を担う実力派教員を輩出するに至る。

福沢小に関わった者による回顧はこれまでも複

数行われてきており、最も早いものは1960( 昭和35)

年10月刊行の『「わかる」ことの追求－ 』に所収されて

いる井上喜一郎の福沢の教師の十五年」と、指 導者

として携わった浜田陽太郎を司会に以下の12名によ

る「旧職員座談会」である≒

安藤初麿(在職: 昭和13.3.3 ～32.11.1)

宇佐美安雄(昭和20.9.30 ～25.8.31)

大鐘新平(昭和21.9.30 ～27.4.1)

草柳(遠藤)君子(昭和22.4.30 ～30.3.31)

渡辺(高橋)冨美恵(昭和22.7.31 ～25.3.31)

石田(永田)則子(昭和23.3.31 ～30.3.31)

田代義男(昭和24.3.31 ～27.4.1)

石川滋(昭和24.3.31 ～26.4.1)

山口金治(昭和26.4.1 ～30.3.31)

森谷美登利(昭和25.11.30 ～27.4.1)

小野謙司(昭和27.4.1 ～30.3.31)

梅原福司(昭和27.5.1 ～29.3)

その後、神奈川県南足柄市史編纂 の過程で1991(

平成3) 年7月11日にlO 名の元教員を集めた座談会

が行われ『市史研 究あしがら』に掲載されている≒

前出の井上喜一郎、安藤初麿、大鐘新平のほか、
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ここで新たに以下の7名の証言が得られている。

加藤フク(在職: 昭和13.3 ～37.3)

石田公夫(昭和23.3 ～37.3)

露木喜一郎(昭和24.3 ～33.3、44.9～45.4)

関 弥一(昭和25.3 ～27.6)

瀬戸清治( 昭和25.3 ～40.4)

杉田屏(昭和30.3 ～40.4)

中津川裕安(昭和33.3 ～41.9)

なお管見 の限り、このうち加藤フク氏 の回顧 談(2006

年8月18日)、露木氏の回顧談(1985 年、1990

年11月13日、1995年2 月20 日、2003年8月28 日)を確

認している7。また、南足柄市史編纂事業では、これ

以外にも戦前の福沢小学校長・米山要助のご子息・

湯山厚氏にも聞き取りを行い、戦前の福沢小の姿に

迫る貴重な証言を得ている(その内容は第1節で後

述)
   。

一つの学校の実践について、これほど多く当事者

による証言が残されている事例は稀である。しかし

ながら、それらは昭 和20 年代の『農村地域社会学

校』刊行前後 の姿に集中している。もちろん、それ

が初期社会科実 践史上に遺すべき価値を有してい

ることは言うまでもない。だが一方でその枠組みが、

基盤となった報徳教育の存在や「松田小方式」にま

で至る教育実践の模索を一連のものとして捉える視

点を閑却してきたともいえる。むしろ戦後新教育「福

沢プラン」の形成過程や問い返しを含む地道な足

取りを辿ることこそ、教育学・教育史・社会科教育の

研究上に意義ある知見が得られるのではないかと

考える9。

こうした射 程で福沢小の戦前・戦後の教育実践

を通観するとき、1938年から1963 年まで在職した井

上喜一郎校長の姿 がクローズアップされてくる。筆

者は2010 年度以降、〔井上喜一郎文書〕を発掘10す

る一方で、元福沢小学校長・一寸木肇氏や早稲田

大学・露木和男氏の協力を得て、前出の湯 山厚氏

や松田小で井上校長を支えた社会科主任・松本健

嗣氏と理科主任・小林清氏への聞き取り調査を行っ

た。彼らはみな「福沢プラン」の前提に報徳教育を、

その後の展開として「松田小方式」を挙げる点では共

通しており、本研究の趣旨に添った貴重な証言を得

ることができた。本稿では、今後の本格的な検討へ

の素材とすべく、それらの証言・知見をここに収録す

るものである。

なお 、録音から書き起こした原稿を、本人および

同行者(一寸木氏・露木氏)に事実関係や内 容の確

認を頂き、最終的に筆者の文責でとりまとめた。

1 、戦 前 の 福 沢 小 校 長・米 山 要 助 氏 を 語 る

(1) 解 説

湯 山 厚 氏 は1924  (大 正13) 年 生、 米 山 要助 校 長 の

三男で あり、幼 少 のころ 湯 山家 の 養 子となっ た 。 神 奈

川 県 師 範 学 校 を 経て、敗 戦 直 後の1945  (昭 和20) 年10

月I日に国 府 津 国 民 学 校 訓 導となる。 学 校 劇 や 国 語 教

育に 造 詣 が深 く、著 書『 学 級づ くりの 仕 事』( 明 治 図

書、1959 年) 、『 構 成 劇 の 作 り方 』( 晩 成 書 房 、1985

年) があ る。1969 年12 月に 退職 後 、卒 業 文 集 の 印刷 製

本工 場を 営 む 傍 ら、日本 演 劇教 育 連 盟委 員としても 活

躍、都留 文 科大 学や 駒 深 大学 の講 師を 歴 任し だI 。

湯 山 氏 は、前 掲 の南足 柄 市 史 編 纂 の 聞き 取 り調 査

で、戦 前 の村 長「市川 実 太 郎( 中略) とお やじ がくっつ

い て、狭 い 郷 土 教育 とい うような 話 に値 する か わか ら

ぬけ れ ども、い わゆる 極めてロ ーカル なコミュ ニティー

スクール の構 想 が出て きた」との回 顧 があ る。 本 調 査

ではこの点 に更 に踏 み込 み 、ご子息 から みた 米 山 要 助

の仕 事・エピ ソード につい て振 返って いただ い た。そこ

には、紆 余 曲折を経て 教員 の道を 歩んだ 姿、面 倒見 の

よい 姿、『赤 い鳥 』や 自由教 育 に 取り組 ん だ 姿 、井上

喜一 郎 の人 物を 見出して 福 沢 小 学 校 へ と招い たことな

ど、文 字 資 料に は残 されてい なか った貴 重な 情 報を 得

ることがで きた。

(2) 湯山厚氏への聞き取り調査

日時:2010年11月13日

場所:話者自宅

聞き手: 須田将司、一寸木肇(当時: 上大井小学校

長)

①米山家の経歴 一系譜

湯山：僕の祖母は二宮金次郎の本家から嫁に来てい

る。また、僕は四つの時に湯山家に養子に来てい

る。父親・米山要助に「猿山の伯母に慰めに行って

来よう」と誘われた。その日は小田急の開通式で、

兄弟はみなそれに出かけていた。父親が私を連れ

て出かけようとするのに対し、母親は本能か、もの

すごく反対したのを覚えている。手を引かれて田ん

ぼ道を歩き、イナゴが飛び出したこと、蓮華の花が

咲いていたことなどをかすかに覚えているが、父親

とどんな会話を話したのか全然覚えていない。
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一寸木: 二宮金次郎の血を引いていらっしやるのです

ね。湯山先生は米山要助氏の何番目の子になるの

ですか。

湯山：男が四人いた。僕は三番目。昔は分家させるほ

どの余裕もないから養子にやるというのはそれなり

の得策だったのですよね。

僕の父親( 米山要助) は農家の長男。体も小さか

ったし、将来は百姓にと考えていたところ急に身長

が伸びてしまった。農家にとって兵隊にとられるの

は働き手を何年かとられることだから、田植えの時

期など大変困るので、兵役を逃れる意味で師範学

校進学の話が出てきた。師範学校は3か月から半年

兵役をやればよいという恩典があった。それで、普

通の人よりも2～3年遅れて入学した。それが教育界

へ入った動機というわけですね。

一寸木: 先生の時代は鎌倉だったのですよね。僕たち

は横浜だったわけですけれども。

湯山: 鎌倉です。神奈川県師範学校、県立だったわけ

ですね。「かまし」つて言っていたけれども、父親が

通っていたころは、学校らしい学校がなかった。父

親は年齢が上だったのでみんなの面倒を見ていたら

しいのだが、同級生には神奈川師範始まって以来

の優等生が集ったという。内藤卯三郎( 愛知教育大

学初代学長) 、詩人の福田正夫、柳田謙十郎など。

戦後、柳田謙十郎が共産党に入った時、親父

が「なんだ柳田、共産党にはいったのか」と言った

ら、柳田が「おまえに話してもわからん」と。父親も

「そうだな」と答えていた。

一寸木: 豪快なお父さんですね。

湯山: だけど、最年長だったのでみんなの面倒をみて

いた。

② 米 山 要 助 氏 の 仕 事

一 桜 井 小 ・福 沢 小 ・東 京 都 一戦 後 の 村 長 一

一寸 木: 以 前、米 山要 助氏 が 戦 中、東 京 に行っていた

話を 聞いたことがあったので す が。

湯 山：父 親は 桜 井 小 学 校で 非 常 に 大きな 報 徳 教 育の

全 国 大 会 の主 催 をした 。当 時 の桜 井 小 学 校は 宗 繁

寺 の隣 に傾 きか けた校 舎 があ って、上 郡一 の小 さい

学 校 だった。小 さい 学校 の校 長 だけど一 生懸 命 やっ

て、 随分 集 まっ た。 僕の娘 が岐阜県 の瑞 浪 に嫁に行

って いる ので すが 、そこに出 入りしてい るおじい さん

が「私 は米 山 要 助先 生 の講 演 を聴 きに行 きまし た」

というほど。そして桜 井小 学 校 から福 沢 小 学 校に行

った。福 沢 村 の怒 田に市川 実 太 郎とい う篤 農家 がお

39

りまして、その時報徳教育に関心をもっていた。そ

れで、学校を含めて報徳教育で村おこしをしようと

考え、父親を引き抜いたのではないかと思う。

写真1: 米山要助( 左)と市川実太郎( 右)

※ 福沢小学校蔵、1939 (昭和14)年

また、報徳教育の関係で梨本宮と関係のあった

広橋真光と知り合い、その関係で福沢小学校の校

長から東京都社会教育課主事に転出するわけで

呪 その頃( 昭和14年末～15年) いわゆる戦時体

制、隣組制度を作る。その時の隣組の心得などの

ハンドブックを父親( 米山要助) が作成した。昔の

五人組の制度を、銃後の守りを固めるために生か

すという。その際、あの「とんとんとんからりと隣

組」の作詞を徳川夢聾のところにたのみにいったそ

うだ。作曲は飯田信雄のところに頼みに行ったのだ

と。さりげなく話すからね、あまり自慢話をしない

男だった。

須田：広橋真光とはどのような関係だったのでしょう

か。

湯山: 島根県の知事じやないけど…、県に籍があり戦

前は内務省の高級官僚だった。

須田: その方が東京に来いと。

湯山: おそらくその招きで東京に行っていると。当時、

県視学が「お前は福沢小学校ではもったいない」

と、その頃上郡で一番大きかった山北の川村小学
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校 の校 長 に、とい う話をして いた。そ れを 父 親 が丁

重 に断ってい たのを、隣 の 部屋 で 私 は聞い ていまし

た。 弟（米 山磐 氏）は、ところ が東 京 で は社 会教 育

課 主 事 と言 い なが ら東 条 英 機 の 私 設 秘 書 だった の

で はない かと言って いま肌 正 確 には 父 親も話 さな

かった から わからないけ れ ども。

話 は とび ます け れ ど も、 終 戦 は8 月15 日で す よ

ね。13 日の日に 父 親 が帰 って きた。「御 前 会議 が 長

引いて」と。

一才 木: 御 前 会議 に出 てい た？

湯 山: 出て はい ない と思い ます け れ ども。そ れで 日本

が負 け たと。「家 か ら一 歩 も出 ては いけ ない 」と言

って8月14  日は足 止 めをくっち やったのを 覚 えてい ま

す二 僕 は 日本 が負け たとい うのを8 月13日の夜 に知 っ

た わけで す

一寸 木: その 時は もう決まってい たわけで す ね。

湯 山: そ れで、東 京 都 の役 人をや めて、ま あ事情 が あ

っ たので、大 政 翼 賛 会 で す から。 本来 は公 職 追 放

な のだ け れ ども。 あ れ は文 献 か な に かが大 概 証 拠

に なるの だけ れ ども、 親 父 は 報 徳 教 育 などで 随 分

講 演 をや ったり、何 か文 章を 書い てい る。 ところが

そ れ は み な 古屋 安 定 さん の名 で 出して い るか ら追

放 にはな らな かった。

一 寸 木: 古 屋 安 定さん というのは。

湯 山: 桜 井 小 学 校 の 教 頭 だった 。上 郡に は 二 宮先 生

研 究会 というの があ った。児 童 が一 円ずつ 善 種金 と

い って納 める 取り組 みな ども行った。そ の時 の会 長

が古屋 安 定 さん。

一 寸 木: お 父 様 はゴーストライター に徹したと。

湯 山: そうで す ね。 名前 を出してい れ ば公 職 追 放 だっ

たでしょうね。

一寸 木: 古 屋先 生 は公 職 追 放の 憂 き目に。

湯 山： 古屋 さんは ならな かっ たので はない か な、定年

間近 だったの か。

一 寸 木: 戦 後 の 福 沢プ ランに は 直 接 か か わっ たの で

す か? 井 上喜一 郎先 生との関 係 などは。

湯 山：そ の 媒 介 項 とな るの は 奥 津重 輝 。 杉 田真 の 父

親 です 米山 要助 のあとは 奥津 重 輝 さんが引き継 い

で、ところ が定年 間際 だっ たので、実 際 には 戦 後 の

福 沢小 を 担っ たの は井 上喜 一 郎 だった 。彼 は 結 核

で 休 職 したりして、周 囲 から雇 い 続 けるこ とに 疑問

の 声もあ ったらしい ので す が、父 親 は「あい つ は 人

の 倍 仕 事 する」と言ってか ばった 。福 沢 に行って も

同 僚でし たね 、やっ ぱりね。

報徳 教 育 がもとに なって、戦 後みん なぱっと切 り

替わるでしょう。社会科中心のコア・カリキュラム。

教科とは、周辺教科とは何かなど言っていました

ね。それで、井上喜一郎の福沢小学校が農村部。

コア・カリキュラムの東京版が樋口澄雄といったか

な。

須田:東京の桜田小学校。

湯山：公立は桜田小学校。私学は確か、和光学園、

海後勝雄さんが校長。あのころは大学教授になる

べき人間が私学の小学校長をやっていた。

須田: 米山要助校長は戦後の社会科がはじまった時、

井上喜一郎先生だちと関わりは。

湯山：いわゆる社会科教育は、米山要助か戦前に福

沢に井上喜一郎を連れて行ったことがもとになり、

中間項に奥津重輝が入って、実際にはすべてプラ

ンニングは井上喜一郎がやった。随分派手 に全国

大会をやっていますよね。

須田: その後、米山要助氏は桜井村の村長に。その村

長時代に、福沢小学校についてコメントしていたこ

とは？

湯山: おそらくないでしょうね。

須田: 東京時代の仕事の話は残っていますか。

湯山: あまり自慢話しなかったからね。大磯に島崎藤

村を訪ねだり。それから八王子の奥にも、あの大菩

薩峠の中里介山を訪ねていま肌 大政翼賛会の頼

みでしょう。

須田：そうすると大政翼賛会の仕事をかなり請け負っ

ていたという。

湯山：あのころは全部、大政翼賛会に入らなければ

ね。それから、どういう風に政府とつながっておっ

たのか、東京都の社会教育主事でありながら国政

とかなりつながっていたということは言える。政務

次官とか事務次官などの次官会議の連絡をしてい

たらしい。東条総理大臣の秘書として。そういうこ

とはちょっと言っていた。聞いていたのは僕と、米

山磐との二人。幼かったからあまりよく覚えていな

し＼

須田：東京都にいったのは佐々井信太郎氏とのつなが

りかと。

湯山：つながりはあまりなかったようだ。イ左々井信太

郎さんはまじめな研究家で評価していた。しかし加

藤仁平氏は評価していなかった。京都大学の下程

勇吉氏も自宅に訪ねてきたのは覚えていますけれど

も、父親はあまり歓迎しなかった。だが加藤仁平さ

んとは付き合ってはいた12
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戦前・戦後の教育実践を語る

③ 福 沢 プ ラ ン を 受 け 継 ぐ 流 れ

一寸 木: 社 会 科 の話 で す けど、初志 を つ らぬく会 につ

いての関係 などを 教 えてくだされ ば。

湯山: コア・カリキュラム連 盟 が生 活 教育 連 盟 になって

いく。埼 玉 大学 の川 合 章、海 後さんなど。

一寸 木: 上 田薫 など は。

湯山: 上 田薫さん は良 心的 だった。長 坂 端 午、重 松鷹

泰。重 松鷹 泰 は 文 部 省 か ら名古 屋 大 学 に。勝 田 守

一さん は東 大 に行 き、そ れ から 教 科研 の方 に行って

しまう。城 戸 幡 太 郎 さん が戦 前 に作って い るので す

よね 。い わ ゆるアメリカ のプ ラグティズム。デ ューイ

あたりを。一方 、右 とい うかが コア・カリキュラム連

盟。 強いて分けると左 が教 科 研とい うか。

一寸 木: 初志 の 会は どこ に位 置 づくので す か。

湯 山： 結局 、コア・カリキュラム連 盟 にも物 足りない。

ちょっ と違 うとい うところか ら出てくるので はない か

と思い ま肌 私 か ら見れ ば、教 科 研 の ほうでは なく

て、石 山脩 平 さん の初 志 を継ぐとい うわけで す ね。

一寸 木: 松 本健 嗣 先 生 は昔、福 沢小 学 校にいて、井上

先 生 の薫 陶 を 受 け てい る わけ で すよね 。 なお かつ

初 志 の会をあ る意 味で 現 在 まで引っ 張ってきた人で

すよね。

湯 山: 松 本先 生 は、僕 にや や 近 い、左 では ないけ れど

も、ちょっと違 うタイプ だった。むしろ 、井上喜一 郎

とい うのは 非 常 に要 領 のい い 印 象 。報 徳 教育 の 一

番 最 後とい うのは 、あとかたもなくなってしまうのだ

けれ ども。松 田で は、あ の人 は要領 いい から理 科と

両股 かけ てい ました ね。 井上 喜一 郎 の 社 会 科 の 部

分を引 き継 いだ のは 松 本 健嗣 で、理 科 の部 分 は 小

林清 です ね 。僕 の 分析 が違 ってい なけ れば 。

須 田: 宇 佐 美安 雄先 生 は。

湯 山：福 沢 小 学 校 で は井 上 喜一 郎 の一 番 の 子 分 だっ

た。そ れで、井上 喜一 郎 が桜 井 の小 学 校 にやっ たと

いう感じ。宇 佐 美 先 生 は非常 に勉 強家 で すよ。井上

さんがや はり桜井 小 学 校 とい うのはやっ ぱり報徳 教

育をと。当時 は はっ きりとは や って い なか った けれ

ども、宇佐 美 安 雄で あ とを 継 がせ ようと考 えたので

は。そ うい う点で は 、米 山 要助 と井上喜 一 郎 と宇 佐

美安 雄 とはつ な がって いる。

④米山要助氏の横顔

須田: 米山要助氏が報徳という時によく語っていた言

葉は。

湯山: 一円融合会の佐々井典比古さん、神奈川県の
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副知 事 をや っ た人 、大 変 能 吏 で人 格 者 だっ た 。 米

山要 助 は典 比古 さんを評 価していたことは 確 か 。変

な風 に 二宮 尊 徳 を担 ぎま わさな い。アカデミッ クに

取り上 げ るとい う点で。

また 父 親 は音 楽 が得 意 だった ようで『赤い 鳥 』な

ども読 んでい た ようだ。そ の頃、課 題 作 文 に対 し 自

由作 文を 北 原 白秋 が 始 める。 父 親 も子どもに 詩 を

書か せ て、自分は 作 曲をして子どもに 歌 わせ 石 実践

をしてい た。しかし、家 で 歌 うなと。 文 部 省は 教 科

書以 外 の 歌を 歌って はいけ ない ことに なってい るか

ら。

須 田：そ うい う意 味で は 米 山要助 氏 は自由教 育0 実践

者で もあった わけで す ね。

湯 山：き ちん としたイデ オロ ギー など は なか った け れ

ども、 白秋の 影 響 は受 けて いま す。それ と、書 画、

美 術 に 対して も 興 味 があ った 。 牧 雅 雄 とい う彫 刻

家・画家 の絵 が桜 井小 学 校の 校長 室に置いてい た。

平塚 の 骨 董 屋 にも出 入りしてい た。

須 田・一寸 木: 今日はありがとうございました。

2 、「芋こじ」を土台とした「福沢プラン」

（1 ）解説

松本健嗣氏の経歴は、その著書『「未熟もの」とし

ての教師一失敗から学び続けるー』巻末によれば以

下の通りである13．

1931 （昭和6）年生まれ、神奈川県中井町立中村

小学校を振り出しに、足柄上郡内の小学校を異

動し、最後は中井町立井ノロ小学校長として定年

をむかえる。（中略）福沢小学校、松田町立松田

小学校で戦後教育の開拓者として名を馳せた井

上喜一郎校長の薫陶を受けた。また、「社会科

の初志をつらぬく会」に入会し、上田薫、重松

鷹泰、山田勉、市川博、影山清四郎の諸先生や

全国各地の気鋭の教育実践者や研究者などから

強烈な影響を受け、子どもの世界の奥行きの深

さと豊さに眼をひらいた。

松本氏は福沢小学校に1959 (昭和34) 年度から1963年

度まで在籍し、1964年度からは松田小学校に移り、井

上喜一郎校長のもとで社会科の実践研究を深化させ

ていった人物である。福沢小時代・松田小時代の記憶

を中心に、井上喜一郎校長の教育哲学や授業論・教

師論まで幅広く語っていただいた。
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松 本氏 は自身 の 国 民 学 校 児 童 の記 憶を 振り返 り、

奥 津 重 輝 訓 導( 後 に福 沢 国 民 学 校 校 長) の授 業 に 報

徳 教 育の「芋こじ」の 理 念を見 出してい る。そこに指 摘

されて い る限界 性 と教 育 理 論・実 践 としての可 能 性 か

ら報 徳 教育 をベ ースに 戦後 新 教 育を模 索してい った井

上喜 一 郎 校長 や 福 沢小 の 姿が 浮 かび上 がってくるよう

であ る。 夜 通し 話し 込 む 福 沢小 の 教 員 集 団 、協 力 的

な 保 護 者 の 姿、「主体 的 必 然 性 」にもとづく話 し合 い

活 動 や 学 級 経 営 の 姿。こ れ らに は 、互い に 関 わり合

い、 高 め合 うことへ の 追 究を 見出 すことが で きる。 松

本 氏 は 、ここに「お れ が 教 えてや る」に堕 しや すい 教

育実 践 へ の 警鐘 をも重 ね 、普 遍的 な 意義 を見出して い

る。

い わ ば 戦 前・戦 後 にお ける「芋 こじ」教育 の 系 譜と

もい うべき 流 れ は、本 研 究上 に お ける報 徳 教 育 。「常

会」実 践 の 歴 史 的 存 在 意 義 の 検討 に 際し 、当事 者 性

の高い 証 言として重 要なも のとなった。それ と同 時に 、

授業 論 や 教 師 論 として の広 がりを 有す ることもま た示

唆されたとい える。

(2) 松本健嗣氏への聞き取り調査

日時:2011 年3月2日

場所: 話者自宅

聞き手: 須田将司、露木和男(早稲田大学)

①奥 津重輝先生の記憶

－「芋こじ」を生かした教育－

松本: 私は奥津重輝先生の授業を直接受けた。その

時の授業のなかに、後になって考えてみると、「芋

こじJ の思想が生きているように思う。 1942 (昭和17)

年、国民学校5年生で国語の授業を受けたのだ

が、そのやり方が報徳教育の思想を表した授業で

はなかったかと思う。今考えると非常にユニークな

授業だった。要するに、教師が一人ひとりを育てる

のではなく、ぺ ひとりが一人ひとりを育てている。

これが「芋こじ」の精神だと思う。しかも、それが戦

時中に行われていたということは驚くべきことだ。
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写真2 福沢小第10代校長・奥津重輝

※福沢小学校『開校百周年記念誌』2001年

報徳思想の根底にあるのは、人間は一人ひとり

がよさをもっているということである。それを互い

に見つけ、磨きあっていくのが、まさに授業である

という考え方である。戦後教育のなかに話し合い

学習が方法として取り入れられたが、それほど深く

教育活動のなかに根付かなかった。それはひとつ

の知識を教えるため方法としての話し合い活動であ

る。話し合いはあくまでも方法・手段。ところが「

芋こじ」の精神と云うのは、磨き合うこと自体に意

味がある。話し合いながら、お互いが磨き合ってい

く。その過程で、友だちを見直すことができる。「

ああそうか、いい考えしている。あの子にはいじわ

るされているが、見どころかおる」と。話し合いをし

ながら意見の対立が生まれると、資料をもう一度読

み直してみる必要が生まれる。あるいは自分の考え

の浅さに気づき、自分を見直す。このように話し合

いの中で友達に間いかけたり、自分に問いかけた

り、教材に問いかけたりしながら自分の考えを新し

く組みたて直していく。それは奥津先生がやられた

「芋こじ」学習のなかに色濃く思想として流れてい

る。国語の授業のなかでのレープ学習をやったの

にはそういう意味がある。単なる手段ではなく。今

見直してみても、戦時下に奥津先生の授業を受けら

れたのは幸せだったなと思う。戦後華やかに導入さ

れた話し合い学習があまり有効に生かされなかっだ

のは、話し合い学習の精神を深く考えなかった現

場の責任だと思う。



戦前・戦後の教育実践を語る

② 戦 前 の 児 童 常 会 の 限 界 性 か ら 考 える

松 本: 戦 前 の 子どもたち は 息苦しくなか った のか なと

いう気 がする。常 会の 話し合 い のなかで 親 から認 め

て もらったり、お 互い にい い ところを 認 め合 ったり

が 行 われ たそ うだ が、何か 一 つ の望 ましい人 間 像み

たい なものを目指してい た ように 思う。もし、 夏目漱

石の「坊 ちゃん」みたいな 、お もし ろくないか ら尻ま

くってや る、とい う子ども がい たとした ら、はじ きと

ば されてしまう。じっとしてい なけ れ ばい けない。そ

うい う息苦し さが 無 かっ たのか な。当 時 の子 どもの

証言 が ない から わか らない け れ ど( 戦 前の) 。そん

な 心 配 が 一つ あ る。それ は一 つ の 時 代 の もっ 限 界

だったので はないか と。

し かも 、現 在 も私 もそ うい った 教 育 に 陥 りや す

い 危 うさをもって い る。昔も 今も 教 育とは子 どもを

育 てることだ、と信じて 疑わな い。つまり、子どもを

操 作 の対 象 として見て い る。「こうい う指 導を す れ

ば、こうい う教 材 を与え れ ば、子どもはこうなる」と

考え、子どもそ のもの の内面 に は 向かって いない。

しかし 、子 どもは 育て るもので は なく、育 つ ものな

のだ 。そ うい う力 を 本来 もって い る。だ か ら、教 師

や 親 は子ど もが本 来 もってい る育 つ力 とい うものを

十 全 に育 て られ る 場 を用 意 してや るこ とし かで き

ない 、とい う自覚 のもとに子ど もを見 ない とい けな

し万

有名 なイタリア 料 理 の 有名な シェフが 、「料 理 人

は 食 材 を 引き 出す の で は なく、食 材 が本 来 の うま

さ、良さをもってい るか ら、料 理 人 はそ れ を 迎え に

いくだ けだ」と言って い る。「食 材の 味 をつ くる」、

な んて とんで もない。 本 来 食 材 が うまさを持 ってい

るの だ。一 流の 域に 達した人 はそ う考えてい るの か

と頭 のさがる思い がした。 教 師も子どもに謙 虚 で な

け れ ばな らない。「お まえら教 えてやるの だ」と、そ

うい う謙 虚 さを失 ったときに、教 育 は荒 廃 に 向か う

のだと思う。

③職員間の「芋こじ」的雰囲気

須田：かつて露木喜一郎氏に、職員室に「芋こじ」的

雰囲気があったと伺ったことがある。この点につい

てのご記憶はありますか。

松本: まだ宿直制の時代、毎日誰かは宿直室に泊まる

が、決しひ 人じゃない。必ず何人か残って、酒を

飲みながら教育談義をしていた。「今日、こういう

指導をしてみたら子どもはこうなった」、「いや、そ

∠□

の場合はこうしたらいい、おれはこうしている」と色

々教え合い、熱く語り合った。そういう雰囲気の中

で新たに意欲が湧いたり、次の日に試してみたり。

要するに「芋こじ」ですよね。もちろん職員会議 のと

きも話し合いはするのだけれども、それより七宿直

室での話し合いが一番、鮮明に残っている。そうい

う雰囲気が福沢小にも、松田小にもあった。私は

そういう雰囲気を幸いにも味わうことができた。宿

直制がなくなって、学校がある意味では貧しくなっ

た。時代がそうだから仕方がないけれど。瑞校で

酒飲んで帰るなんてできないしね。

松田小で私か宿直のとき、井上喜一郎先生が校

長室から出てきて、「お、なんだ」と言って机0 上に

腰かけて教育についての話を始める。その時、私も

いろいろと質問もした。時間の経つのも忘れてい

た。鮮明に覚えているのは に れから帰らなければ

ならない、今何時だ? 」、「もう朝の4時です」、「な

んだ、早く言わないか」と言って自転車で家に帰ら

れた時のこと。その数時間後、始業前にきちんと学

校に来て何も無かったような顔でいた。

私か井ノロ小の校長になった時、一度朝までや

ってみようと思ったが出来なかった(笑)。ただし、

校長室が先生方同士の研究の場になり、校長室の

黒板が書き込みでいっぱいになったりしたことが

日常的になった。そこまでしないと「子どもに関わ

る具体的な仕事をした」という充実感を感じなかっ

た。それは井上校長から教わったものだと思う。

④r 農村地域社会学校」としての福沢小

須田：戦後も常会をやっていたと思うのですが、息苦

しさは無くなっていたのでしょうか。

松本: 親と子どもが同じ部落公会堂に集まり、地域担

任教師と親が集まっていろんな話し合いをしたのだ

けれども、雰囲気としてどうだったか。あまり記憶

にはない。

須田：司会も含め、子ども同士で行われたのでしょう

か。

松本: 地域別で子どもだけ、校庭でやった常会もあ

る。

須田：『農村地域社会学校』を読むと日々の生活態度

を見直すような話し合いがなされたように読めるの

ですが。

松本: 地域社会とのつながりで、はっきりと印象に残

っているのは、福沢の親にはあったかい雰囲気が

あったこと。だから、学級行事をやるときにも親が
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本当に よく手 伝ってくれた。

須 田：そ れ は親 子常会 で先 生 方と顔 を合 わせ て いるか

らでしょうか。

松 本: そ う、割 合 に 垣 根 が ない 。福 沢 には 大き な 銀

杏の 木 があり、あ の実 はいい 値で 売 れ るとい うこと

で、学級 費 にしようと銀 杏 拾い と出 荷 の作 業 をした

こ とが あった。 銀 杏 は手 がか ぶれ るとひ どい。そ う

い う大 変 な 仕事 に も親 は集 まって きてくれて、一 緒

にやってくれ る。な かに は、「子どもにそ んなことま

で や らせるとは とんで もない 」と不 満 をもつ 親もいた

らしい が親 同士で 話し あって 納 得してい た。担 任 の

自分は知 らなく、後か ら聞いたほ どだった。

須 田：農 村 とい う部 分で の 付 き合い の 深 さがあっ たと

も 思う。NHK の「教 師 の時 間」で 浜 田陽 太 郎先 生

が 、福 沢は 地 域 柄として報 徳 が よく残り、子ども が

働 くとい う姿 が 残 って いて生 活 を土 台とした 教 育 が

や り易か ったと話してい たのだ が、松 本先 生 が赴 任

され たころ の福 沢 小 の印 象 はい かがで しょうか。 あ

まり報 徳 と言 わなくなって いた 時 代でしょうか。

松本: あまり聞 か なか った。 時 代 が変 わっ たの か。子

どもが 田 ん ぼ に 行 き手 伝 う必 要 が なくなっ てい っ

た。機 械 も入ってきてい るし。か つては 農 繁 休業 が

あった が、そんな 必 要がな い。 農家 を やってい ない

子も増 えてきてい た。

須 田： 福沢 小 学 校の 学 級経 営・学 校経 営の上でも報 徳

の 教 え、とは あまり言 わ なくな って い た のでしょう

か。

松 本: あまり言 わ ない。善 種 金 の 説明 をす るとき に触

れ るぐ らい だった。

須 田： 湯 山 厚 氏 から 、米 山 要助 校 長 か ら奥 津 重 輝 校

長 、井 上喜 一 郎 校 長 、宇 佐 美 安 雄 先 生（後 に 桜 井

小 学校 長 ）と報 徳を 受け継 い だ流 れ がある、と伺っ

た が、井 上先 生 は報 徳 を語 ることは あったのでしょ

うか。

松 本: あまり報徳 の話 は 聞か なかっ た。

露 木: 井上 喜一 郎先 生 はどな たに一番 影 響を受 け たの

でしょうか。な んて あん なに哲 学を。

松 本: 思 想 的 には 河 合 栄 次 郎 の影 響を 強く受 け て い

る。哲 学 者・経 済 学 者。 あ とは福 沢諭 吉か。要 する

に空 理空 論 では なく実 学 志向 だった。

⑤井上喜一郎の教育哲学

写真3 福沢小第11代校長・井上喜一郎

※福沢小学校『開校百周年記念誌』2001年

須 田: 福沢 小 と松 田小でどのような教 育 理 論 の 連 続 や

発 展 があっ たのでしょうか。

松 本: 井上 校 長 の教 育哲 学 の根 底 にあ るのは 、い わ ゆ

る「主 体 的 必 然 性 」だった。 言 葉 が 分 か りにくい のだ

け れ ども、子ども が「何 を必 要 としてい る のか 」、そ の

必 要とするものを 自分で 調 べたり、人の 話を聞 い たりし

て、自分 のな かで 組 み 立て 直して 新しい ものを 生 み 出

してい く。そ のプ ロセスに「主体 的 必然 性 」が あ る。 理

科でも 社 会 科で も、子 ども同士 が いろい ろ な 話し 合 い

をしたり、一 つ の 教 材 につい て「私 はこう思う」とや り

合ったりする時 に、必ず「ズレ」が生じる。そ の ときに「

待てよ」と自分や 友 だ ちの 考えを見直 す。もう一 度 資 料

を見直そう、とい うきっ かけに なってくる。だ か ら「今、

子ども が 何 を必 要としてい るか 」そ れ を 見極 め ること

が授 業 の前 提 になる。

二 人で い たので は、本 当の 意 味 の に れ が 必 要 な ん

だ」とい うのが 生まれてこない。だ から集 団 が必 要 で、

集 団 の中で そういうものが 生まれてくる。だか ら 学級 を

そ うい う雰 囲気 に創 り上 げてい くこと、逆に集 団 が そう

い う雰 囲気 をもって授 業 を活 かして いく。学 級 経 営 と

授 業 とは別 々で はなくて同 時 相 即 で、お 互い がお 互い

を育 て て いく。学 級 経 営上 、そ うい う関 係づ くりを 随

分大事 にしました。

松 田小で は、特 に私 か感じ たのだけ れ ども 、研 究発

表 会を や るとい うことが 前 か らわ かって い る、そ の 時

は少なくとも二 学 期 の後 半、社 会 科 を発 表す るの だけ

れ ども、社 会 科と同 時 に国 語も 算数 も理 科も体 育 も、

同 じように 大事 にして- 生 懸 命 に指 導した。社 会 科 の

授 業 を公 開するの だから 社会 科 だけ一 生 懸命 にや り、
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他の 教 科 を軽 く流 すようでは だ め。だ か ら掃 除の 時 間

も他 の教 科 の時 間も 同じ。 掃 除 の時 間もとくに方 々を

ま わって、 スコップ を持 っへ 緒 にや っ たりして、そ う

いう生 活 の 中で はじ めて 社 会 科 の授 業 とい うものがよ

くいく。そ れ は自分 の経 験 から学 んだこと。

私 か 校長 になった井ノロ小で、研 究 発 表 会 をもつ に

あたって、先 生方 にもそ れ を要求 した。 発 表 する時 に

国語 をや るとい う人もいて、理 科、社会 、算 数 もい る。

「国 語だ か らとい って国 語 ば か りを や って い るとろく

なことがで きない よ。や るのなら少なくとも一 学期 から

掃 除 も他 の 教 科 も十 全 にや って、そ の 中で 国 語を やる

とい うことで はない と、子どもは育 た ないよ。子どもは

部 分で 育 つ ので は ない、 全体 で 育 つ の だ」と。 えてし

て、子どもは 部 分で育 つ と思ってしまう。い つも子 ども

は 全 体として 育 つ のだか ら、学級 経営 は 本 当に大 事に

しました。

須 田：上 大 井 小 の 山崎 先 生 か ら、松 本先 生 と井 上先

生 の指 導 は 一貫 して いて「15分 の掃 除 に 全 力 を尽

くすj 、松 田 時 代は 学 校 全体 が そ ういう雰 囲気 だっ

た、と伺っ たことがあります。

⑥ 研 究 者 と の 関 わ り

須 田： 松 本先 生 が 福 沢小 学 校 に 在職 中、どな た が 指

導 者としてい らしてい たのでしょうか。

松 本: 私 か知 って い るの は、 重 松 鷹 泰 先 生 、長 坂 端

午 先 生、 上 田薫 先 生、浜 田 陽 太 郎先 生 で す ね。研

究発 表 会 で 講 演 され る わ け だ け れ ども 、 重 松 先

生、上 田先 生ふ たりから「子 ども の事 をよく見て居ら

れ るな あ」と感 銘を受 け た。当 時、戦 後社 会 科 が華

々しい 頃 だ から、教 材 論 が幅 を利 か せて いた。とこ

ろ が重 松 先 生や 上田先 生 は 徹 底して「子どもは どう

なん だ」と言 う考 え が根 底に あっ た。 実 に子どもを

よく見て いらっし やるとい う感じ を受 けた。

須 田: 毎 年 研 究大 会に来 られたので すよね。

松 本: そ の 時 に研 究 物をはじ めて 渡 す のだけれ ども、

講 演 のな かにそ の 内 容や 当日の 授 業 の様 子 が取 入

れ られてい る。 大 学 の先 生 に は事 前 に 講 演 内 容を

用 意 する人 が い るが、そ れ とは 違 うか らこ ちらもも

のすごく緊 張 してい る。 だけど短い 時 間 で的 確 に捉

えて、全 体化 してい る点に 感 銘 を受 け た。私も何度

か 取り上 げられて、「やっ た」と宙 に舞 うような 思い

で感 激 する。あ れも一 つ の教 師 の育 て方 か なと。

⑦ 授 業 研 究 に つ い て

松 本: 若 い人 を育 てるの は、「お れ が教 えてや る」、と

い うのでは 絶 対 にだ め。指 導案 を一 緒 に作 る。こう
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い う教 材 を使 い たい、子ども はどうい う風 にみ るの

だろうか、と予 想 する。そ のとき、指 導案 を作 ると

言 うこ とは教 材と同 時 に子どもを 見て い ること にな

る。この 子は どうだろう。教 材 研 究で あると同 時に

子どもの研 究。一 緒 に知 恵 を出し合 って作 った ら、

出 来 上 がっ た時 には 先 輩 や、校 長 から 教 えら れた

ので はなく、［一 緒 につ くった 、俺 が 作った］と納 得

感 があ る、そ れ がい い 授 業 にな るともの すごく 自信

に なる。 だか ら授業 研 究 のときに す すんで「私 がや

る」と言 わないような人 は、そ うい う経 験 がない から

だ と思う。それ は 大事 なこ とだ ね。

露 木: 東 京 都や 相 模 原もそ うだが 、教 員養 成 をが ん ば

ってい る。そ の 発 想 は とにかく「若 い人は これ を 覚

え なさい」とい う体 制 を造ろ うとして いる。仕 込 んで

いく。 あれじゃ うまくい かない。

須 田: 若 い人の力 を信じてい か ないと。

松 本: 社 会 科 の 初 志 の 会 の 支 部 で あ る「土 曜 会 」で

は、徹 底して 授業 記録 を もとに子どもの 姿を 考 えて

きた。そこで の討 論 を 通して「口八丁手 八丁」を 大事

に育て てきた 。口八丁 とい うのは 理 論 的 な武 装 、手

八丁とい うの は 具 体 的 に 授 業 を 意 味 のあ るよ うに

展開 で きる力 量。そ の両 方 を育 てようと心 掛け てき

た。

須 田: 土曜 会 の授 業 検討 のスタイル は 、松 田小や 福 沢

小にもあったもので す か。

松 本: 福 沢 小 には な か った 。毎 年 研 究 発 表 をや った

けれ ども、そ の中で 授 業 記 録を 載せ て検 討して 分析

して、とやっ たのは 私 が 初 めて だった。 あ の時 、ト

ランクみ たい な 大きなテ ープ レ コーダーで 録 音 し、

家 までもって きてそ れ を 起して 記録 した。私 は 福 沢

小 学 校 の 研 究 報 告 書 に 、教 師 にとって 都 合 のい い

ところだ け 載 せ てい ろとの 不 満を もってい た。子 ど

も の 作 文 も 教 師 のストーリ ーに 合 わせ て 都合 の よ

いも のを載 せて い る。そ れ はお かしいだろう。そん

なも のでは ない。そ う考 えて授 業 記 録 を 収めたも の

が、福 沢の研 究紀 要 に 出てい るはず だ。

須 田: 「実力 の検討 」シリーズで すか。

松 本: そ う。 思うように ならない ところ があ る、そ れ を

率直 に出す べきだ。そこ から新しい 理 論を生 み 出そ

うとした。
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写真4 松本健嗣氏の授業風景

※福沢小学校蔵、1959 (昭和34)年

須田・露 木: 今日は ありが とうご ざいました。

3 、松田小時代の井上喜一郎校長

(1) 解説

井上校長との出会いは研究授業の場での痛烈な批

判であったという小林清氏は、やがて松田小で実力を

見出され、井上校長退職までの間、理科主任として、

前出の松本健嗣氏と共に理科・社会科の両翼にわた

る実践研究を支えることになる。そして後に、日本初

等理科教育研究会( 理事長) にも活躍の場を広げてい

った人物である。

小林氏が回顧する松田小時代の井上校長は、戦後

新教育や経験主義が批判され、系統主義的な学習を

重んじる方向へと教育界が舵を切っていた時代に、「

社会科の初志をつらぬく会」の幹部として独自の教育

理論を追究していった姿である。提灯学校だったとい

う回顧からは、福沢小時代と変わらないスタイルを貫

いた井上校長の姿を窺うことができる。

先述の松本氏の聞き取り調査にあった「主体的必然

性」、つまり子どもが話し合いの中で既存の知識・認

識と他者・社会・自然との「ズレ」や「矛盾」に気づき問

題解決に進んでいく授業イメージを、「知識は動くも

のだ」として理論化していった。そこで用いられた「可

動的均衡点」というキーワードについて、まさに実践創

出の現場にあった小林氏から、当時の学習指導要領

改訂や井上校長の弁証法を援用した理論形成、その

三段階の在り方に至るまで丁寧な解説を頂いた。

(2) 小林清氏への聞き取り調査

日時:2010年11月13日

場所:話者自宅

聞き手:須田将司、一寸木肇(当時: 上大井小学校

長)

① 井 上 喜 一 郎 と の 出 会 い

小 林: 私と井上先 生 との出 会い に は、 人 生ってそ んな

もん か とつ くづ く感 じ させ られ る ようなこ とがあ っ

た。 私は 最 初、岡 本 小 学 校 に赴 任し た。 戦 後 の混

乱期 で 衣食 住 がまま ならず、教 育な んてこ とは 二の

次三 の 次。そ うい う時 代 だった から、私 自身 も神 奈

川 師 範 の 特 別 研 究 科 に行 かせ て もらい、助 教とい

う立場 で現 場 に出て きた。 だか ら、先生 の 卵 といっ

て も今 日考え られ るような、そ んな 資 質 を もっ たも

ので はな かった。

社 会全 体 、 憲法 す ら、そ の 基 本 が 全く変 わっ た

時 代。イ可が国 家 目標な のか、教育 目標 なの か 、ちん

ぷ んか んぷ ん。井上 先 生 が 福沢 で 新 教 育 の 社 会 科

にいち 早く着 手された。当 時どこ の学 校 研 究 も社 会

科だった。特 に周辺 は、私 かい た岡 本 小 学 校 でも、

井上先 生や 福沢 の先 生を 講 師に 呼 び 研 究 授 業を や

った。

た また ま私 の 番 が 回って きた 。今 でも 鮮 明 に覚

えてい るが、4 年 生 を受 け 持 って「郵 便 局 」の 単元

をや っ た。ちょうど近くに 郵便 局 かお るか ら、子ど

もを 毎 日連 れて 行って、郵 便 局 の 仕 事 を 一 週 間 か

けて 調 べさせ た。井上先 生 に指 導を 受ける とい うの

で 、各 班 の発 表 会 を研 究授 業 に あて た。 内 容 は 十

分、教 室の 隅 か ら隅 まで、班 で 調 べ たこ とを模 造

紙 に書 いて 貼っ た。そ れ を順 に 発 表 。 僕 は 各 班 で

ば らばら に調 べ てきたことをまとめて、郵 便 局 の仕

事 を 統一して全員 に 把握 させ るこ とに 目標を 設 定 し

た。

午 後の 検 討 会。 校 長 は田中 俊 郎 先 生（私 の小 学

校 の恩 師 で、私 を 助 教 で 呼 び 、目を か け てくれ た

人 ）。「小 林先 生 は研 究授 業 は初 めて だ。経 験もま

だ少ないし、しかし寝 ずっこでや ってきた、とにかく

一 生 懸 命 授 業 を展 開 でき た、ひ とつ よろしく」と挨

拶して始 まった。通 常、校 内 の先生 か ら質問 や 意見

な どが出 るも のだ が、開 口一番 、井上 先 生 が「今 日

の 授業 は… 、や らな かった方 が、子どもが 伸 びた ん

じ やな いか な」と言 われた。 高名 な福 沢の 校 長 が。
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田中校 長 がいくら「寝ずっこでや ってい た」と援 護し

てくれ るが、み んな シ ラけ ちゃって検 討 会 に ならな

い。そ れで 僕の 分は おしまい。 若者 の私 の気 持 ちは

どう？「な んて ひで え校長 さんだ」となる べく顔 を 合

わせ ない ように 、ちらっ と見 え たら目を 合 わせ ない

ようにして。社 会 科 はそ んな に関 心 がないし 、自分

は 理 数 科だ と決 めちゃってい るわけ で。そ れで 算数

に取り組 んだ。

つ まり、地 域 に根ざし た教 育と同時 に、教 育思 想

として は 経 験 主 義 、体 験 主 義 。 現在 の生 活 科と似

て い る。ところ が 戦 後徐 々に 安 定してくる と学 力 が

問 題 になった。何 をや っていい か、教 員 自身 が目標

を もて ない。「野 球 ぽ かりがつ よくなり」とい う批 判

が当 時 の 教 育 界を 象徴 してい た。 学 力 低 下と道 徳

教 育 の欠 如 が問 題 になり、昭 和33  (1958) 年 版 学習

指 導 要 領 で は「試 案 」の文 字 が 消滅 し た。 教 育 内

容 の系 統 性 重 視 が求 めら れる。この33 年 版の 意 味

はもの すごく大 きい と思 う。学 力の 向 上、教 科 内 容

の系 統 性 、そ れ から道 徳 教育 が に わか に位 置 づ け

られ た。井上 校長 の経 験 主 義 基 調 の 社 会 科 にも地

理・歴 史の 知 識 重 視 の色 合い が見られ るようになっ

て きた。

経 験 主 義 が 否 定 され 、 系 統 的 な 地 歴 教 育 の 復

活な どが 言 われ 、一 時 は 隆 盛 を極 めた 福 沢 教 育が

批判 的 に みられ る状 況に なってきたとき、井上 校長

が 福 沢小 か ら松 田 小 に 転 任 されて きた。 私 は 逃 げ

てば かりいた のだが、先 に松 田小 に赴 任 してい たか

ら、そこに井上 校長 が 来たことに なる。「こいつ はま

ずい な」と( 笑)c

当 時 は 管 理 職 の人事 は9 月。 私 は 井上 校 長 が来

た時 に 松田 小 在 職が9 年 半であった 。当時 の 申し合

わ せ かどうか、 永年 勤 続 は10 年 となって いて、私も

もうすぐ10 年 になる時 期 だったので 井上校 長 に 転任

希望 を申し 出た。そ うしたら「ふ～ん」とただそ れ だ

け。や がて2 月のおしまい 頃 かな、僕 が『校長 先 生、

転 任 先 の学 校 、いい ところがありましょうか』と尋 ね

たら、『もう一 年いて みない か』と。半年 間 の仕 事 を

見てい たわ けね 。あ とで わかったの だけ れど も、井

上校 長 は感 情 的 にものを 言う人ではない。 僕は 岡本

小 学 校 での 出来 事 で、井 上校 長 は に の若 造 、な に

やって んだよ、 人を 呼 んで お いて。そん ならやん な

きやいい」と言った と捉 え たわけ。ところ がそ うじ ゃ

ない 。若 造だ とかそ うじゃな くて、本当 に研 究とい

う立 場で もの を 言う人 だった 。「もう一 年 一 緒 にや

らない か」と言 われ ると、「認 めてくれ たの か な」と
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思う。「では 、ひ とつ よろしくお 願い します」と。 そし

て 翌年 、「もう一年 や らない か」と。そ の 次の 年 、「

俺 が 終 わるまで 一 緒 にや らない か」と。そん な こと

があ るものか なと思った けれ ども、僕 か らす れ ば 認

めてもらって い るように 思 える ので「よろしくお 願い

します」と。そうしたら、もう次 の年 は 言 われ な かっ

た。そして本 当に退 職 まで一 緒 だっ た。僕 は全 国 的

に 有名な 校長 さん に指 導 され るな ら、と夢 中に なっ

て。 自分 は 理 科 系で「数 教 協 」、「科 教 協」、 算 数

は 水 道方 式 の 遠 山啓 さん、「科教 協」は 当時 国 立研

究所 にいた板 倉先 生…。

一寸 木: その 先生 は仮 説 実 験授 業 の 提 唱者 で す ね 。

小 林: そ う、仮 設 実 験 授 業 。そ うい うもの に興 味 があ

るか ら、会 員に は ならな か った が 雑 誌 を 読 ん で研

究はしてい た。そこへ 、井上 校長 は、「初 志 を つ ら

ぬく会」で上 田薫 先 生を中 心にした 全 国組 織を 作っ

て、 経 験 主 義 が 否 定 され るが そ うで は ない 。 知 識

は 生 産され るものであるという主 張 の研 究 集 団 の幹

部 として活 躍 された。

② 松 田 小 で の 研 究

小 林: 井上 さんは 校長 室にお られ るときに 、うろうろ 、

うろ うろ、手 を後ろ に 組 んで そこ ら中を のっ そ りの

っ そり歩 きな がら。そ れが 考 える 姿として今で も鮮

明 に覚 えて い る。机 に 向か って 頭 を抱 えて 考え るの

で は なく、や や 上向きに 頭をあげ て、ぐ るぐるぐ るぐ

る。 窓越 しに見 えるわ け。「さて、これ から松 田 をど

うい う方 向 にもっていくか」というこ とで 相 当に 想 い

を巡 らせ てい る様 子が見て取 れた 。

当 時、教 育 の科 学化 とい うことで 井上さんは 考え

た。理 科 と社 会を 結び つ ける一つ の論 理 を、同 じ「

科学 の 追求 」だ と。そ れで 翌年 か ら、理 科と社 会 科

の比 較 研 究で 出 発し た。 追 求 す る子ど もの 姿 勢も

同じは ず だと。

つ まり 昭 和33 年 版 で 道 徳 が 入り、 系 統 性 が 重

視。 昭 和43  (1968) 年 版 では さらにそ れ を 一歩 高め

て思 考力 を 伸ばそうとする問 題 解 決 の力 を高 めよう

とい う方 向 性 が出 されて いく。そこに 松 田小 の 研 究

は「弁 証 法」を 持ち込 んで きた。そ の 理論 の根 底 に

あっ たの は 哲 学 者 武 谷 三男 先 生14の 現 象 把 握 ・実

態 把 握・本 質 把 握 とい う認 識 の三 段 階 理 論 。 教 育

書 として出 され た わ け で は ない か ら、非 常 に 難 解

だっ た。そ れ を井上 さんなりに 、発 想 の 基 にして、

授業 に当て はめることはで きない か と考 えたの だろ

う。 理 科 の 授 業 も社 会 科 の 授 業 も 同じ こと。つ ま
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り現 象 そ のもの を把 握 して、「どうして だろ う」と疑

間 が 出て きて、分析 して いく。そして 最 後に 本 質 的

な、本 時目標 に到 達 する と。そ ういう三 段 階 理論 を

井 上さん が 提 案 され るか ら、 実 践 は現 場 の 僕ら。

僕 は 理 科で 果 たして三 段 階 で うまくいくか どうか の

実 証研 究 をした 。ほ とんど毎 週、研 究 授 業。 だ か

らとい って理 科 だけで はな くて、僕 も社 会 科の 研 究

授 業を や った。そ うじゃな いと統 一 性 が出てこな い

でしよ。 全員 が 両方 やるか ら、これ は ものすごい 研

究 活 動 に なっ た。 校長 も、事 前 研 究 で 社 会 科 なら

当 然だ が、理 科で も指導 案 の盲点を ちゃん とつい て

いた。「こん なこ とをやっても、子どもは あっと思 わ

ない ぞ。 こん なことを や ったら」と、 実 践 的 に指 導

され るわ け。今思 えば ものすご い。そ れで出 来上 が

ったのが「松 田小方 式 」だっ た。

大 まか にみ ると、現 象を把 握 する、分 解して考え

る、それ を 実 態的 構 造 的 把 握とい った。そして最後

の 結 論 に 至る三 段 階 方 式 。 スパ イラル に 授業 が進

んでいく。そ のスパ イラル になるこっちか らこっちに

行くとき に、『お や、お かしい 、変だぞ、本 当にそ う

か』。つまり子ども の自己矛 盾。矛盾 という言 葉は 強

烈に 思うけれ ども、自分 自身 で 湧 き出る自己 矛 盾も

あれ ば 、多くは「あ の人 が言った 、え、そ うか」と集

団 の 中で の矛 盾もあ る。そ れが矛 盾を 核にして展 開

されて い く三 段 階 理 論 の「松 田小方 式 」で あった。

社 会 科 も同じ ような、国 語 も同じ ような、音 楽も同

じような 。要 する に追 求 とい う立 場 に 立ったらば 、

簡 単に いって 導 入一 展 開一 終末 だも の。 た だ単 に

教 えるので は なく、子 どもの方 か ら「お かしい 、じゃ

や って み よう」とい う方向 を大 切 にし た。だ から「矛

盾 を核 にし た 問題 解決 」とい う名 前を つ け た。「弁

証法 」とい うのは矛 盾 による発 展 過程 だ から ね。こ

れ( 井上 喜 一 郎、松 田小 学 校『 理科・単元 構 成の 改

善と指 導 ： 実 在・現 象 から質 的 な発 展 へ 』明 治 図

書 出 版) は1969  (昭 和44) 年 に発 表 したもので 私も

書 いてい る。

一寸 木: 蛯 谷 先 生 指 導 の。

小 林: そうそ うそう。蛯 谷 さんは 当時 の教 科調 査 官 だ

っ た。 井 上 校 長 が、「松 田 の研 究 で 理 科 は 誰 を 指

導 者 に 招い たらい い のか な」と僕 に相 談された。 井

上 校長 の前 任 校 の 社 会 科 研 究 の 指 導 者・上 田薫 先

生 にして も 、小 林信 郎 先生 にしても教 科 調 査 官。 教

科 調 査 官 な ら筋 が 通 るか ら、「蛯 谷 先 生 が 有名 で

す」と。そ れで 指 導に 来てもらうことになった。

一寸 木: 蛯 谷 先 生 は松 田に来 られてい るので す ね。

小 林: ずっと。私 が 三 段 階 理 論 の研 究 発 表 す ると、「

弁 証 法 」とい ったら真 っ先 にそ の言 葉 が ダメと言 わ

れ た。 文 部 省 では「弁 証 法」を出 す のは ソ ビエト学

派 とみ なされてしまう。今 もこの言 葉はご 法 度。

須田: 今もそうな ので す ね 。

小 林: アレル ギ ー のよ うなもの だ。蛯 谷さん は 、研 究

発 表 会 で 全員 の前 で「そこは 違 います か ら 」と僕 に

指 摘 をした。 け れ ども、現 場 の先 生 方 は 授 業 を 見

て い るから 、言 葉 がうまく合 わなくて も、あ あい う

授 業 は子ども が夢 中になって取 り組 むと目に 見 えて

わか るから納 得で きていた。

一 寸 木: 今 は「矛盾」という言 葉は 違 和感 なく使 わ れて

い ますよね。

小 林: 当時 の「矛 盾 」とい うのは 例 の哲 学 的 意 味で は

なく、子 どもの内 部 に 起こる食い 違 い とい っ た言 葉

で 表していた 。そ れ は日常の中 でいっ ぱい あ る。 集

団 だ か ら食い 違 い はしょっちゅう出る。そ の 食 い 違

い を核 にして学 習を推し進 める。それ が松 小 方 式 の

根底 に ある。難しい 言 葉 がいっ ぱい 使って あり、な

かな か浸 透して いか なかっ たけれ ども( 笑) 。

須 田： 食い 違いで す か。

小 林: 食 い違 いで すよ ね。そ れ を子どもの「矛 盾」とい

う言 葉で 言い 表した。井上 さんは 難しい言 葉 をや だ

らと、「可 動 的 均 衡点 」など。

一寸 木: そ の「可 動 的 均 衡 点」を 最 初に 発した のは 誰

でしょうか。

小 林: 最初 に発したのは 井上さん。や っぱりそ うで 呪

「可 動 的 均 衡点 」の論 理 の 根 底 は、知 識 の 定 着化

とか構 造化 に 関 する独 自の見 解 。定 着 化や 構 造化

とは、子 どもに どうい う構 造を もって 教 えて い っ た

ら、いか に知 識 が沈 殿しそ れが 定着 するか とい うも

の。つ まり学力 が 定着 しない のは 知識 が定 着してい

な いとい う考 え方。そ れ に対 して、上 田薫 さ ん、井

上 喜一 郎さん は「知 識 は 動くも のだ」と考 え た。 知

識 というの は一 時 そこに留 まっているもので あって、

可 動性 を 持って い る。考 えてみ れ ば 学 者 の 研 究も

そ うじ やない か。否 定 されて 新しい もの が生 み 出 さ

れて いく。今、一 時ここ に均 衡 を 保 ってとど まって

い るに過 ぎない。 定 着で はない。それ が「可 動 的 均

衡 点」。 論 理的 に言って価 値 観 が 変 わって い くのだ

と。社 会 科は まさにそ のこ とがはっきり言え る。 社

会 環 境 が変 わ れ ば価 値 が変 わる。 理 科 だってお な

じこ とがやっ ぱ り言 える、真 理 だ ね。 ところ が そ う

い う言 葉 を使うか ら、わからない わけ だ。
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写真5 「可動的均衡点」のイメージ

※井上喜一郎／松田小 学校『子どもに生きる授業一 理科・社

会科の実践的比較研 究－ 』東洋館出版社、1968年、67頁

松 田小方 式 は「可 動的 均 衡 点の研 究 」と言っても

いい 。問 題 解 決 とい うのは 、解 決したけ れ ども、そ

れ は 一時 の留 まりだ と。次 の時 間 になると、逆 にひ

っくり返 る場 合 もあるけ れ ども、深 みは 深 まって い

く。そ れだって 変 化 だ。 動 きだ。だ か ら、出 発 は「

可 動 的 均 衡点 」。前 の 時 間のま とまりの中 から 、何

か事 実 を 導入して「あれ? それでいい の かな」とい う

子ど もの 自己 矛盾 を引き 起こす。問 題 設 定をし なけ

れ ば 、そ れ がい つ まで も動 いて 行 か ない 場 合 もあ

るわけ。だ から先 生 が 事象 を見せる、子どもは 既 習

の知 識 で見 る。でも「あれ? 」、問 題 が発 生 する。そ

して「お かしい 、変 だ」とい う矛盾 が 出てくる。 だか

ら矛 盾 とい うのを 授 業 の核 に据 えろと。そ の矛 盾を

解決 して一 般化 の方 向 へいって、「一 応 のま とまり」

に。一 応 の 結 論で はなく、「一応 のまとまり」とい う

言葉 を使 って い るは ず だ。 動くのが前 提 だか ら。こ

れは 理 科 だとよくわか る。社 会科 は 、価 値観 を 自分

で持 ってしまうから難しい。そこ に、教 師 がどういう

教 材 を、事 実を用 意 す れば 、今まで 子どもたちがそ

れぞ れ の 価 値観 の 違 いを持 って いたけ れ ども、「お

かしい 変 だ」と考 えるのか 、教 材研 究の難 しさが あ

る。そこが 理 科 と若干 違 うところ。でも、 追 究 過 程

は 全く同じ。子どもの思 考とい うの は、理 科 社 会 だ

けじ ゃない。 全 教 科。あ るい は考 える とい うの はそ
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ういうことだ。理科の時間には考えろ、社会科の時

間には覚えとけ、それでは子どもが分裂をすると、

そうでしょう。なかなか深い。

須田: 深いですね、本当に。

③ 井 上 喜 一 郎 の 研 究 スタイル 、受 け 継 が れ た 系 譜

一寸 木: 細 々と、脈 々とじやな い けれ ども、神 奈 川県

足柄 上 郡 にはそうい うもの が残ってい る。

小 林: 当時 、直 接 そうい うふ うに鍛 えら れた 人は 退職

し ちやっ た から ね。そ れ を 受 け継 い で い る若 い の

が、あ なた( 一 寸 木 氏) や 塚原 氏 、露 木 氏とか ね。

相 模 原 市の 大野 小学 校長 の塚 原 氏 の研 究。一 番若

い 時 に一 緒 にや った人物 で、集 大 成として の研 究会

をや ってい る。

そ れで また今、指導 要領 の改 訂。僕 の目で 見 ると

振 り子が こういっ た かと思 うと今 度 はこっち へ 動い

て 来 る。 昭 和30 年 代 の知 識 理 解 に重 きを 置い たも

のが、ゆとりと充 実 に来 た。今 度 は ゆとりと充 実 の

逆 の方 向に 動い てい ってしま う。 大 局的 に 見る とそ

んな 風 に見えて。松 小方 式 の井上さんの が本質 的な

もの だとすれ ば 、本 質とい うのは 時 間 空 間を超 えて

もそこにあ るもの が本質 だか ら、子ども が追 究 する

とい うときの 仕 方、させ 方、要 する に授 業 ね 。そ う

い うもの が見直され るであろうか と。

一寸 木: 教 案を 作って見せると夜 遅くまで 論 議 をして、

酒 飲 みなが ら論 議 をし 、そ の翌 日、新 しい 教案 が井

上 喜一 郎先 生 か ら出て 来ると。そ うい う話 を聞 い た

ことがある。井上 先生 は体 が弱 かっ たので すか 。

小 林: そ うで す。 若 い 時 分は 。結 核 で 療養 休暇 をとっ

て いるは ず だ。松 田にいたころ は、大 丈 夫。夜 中ま

で( 飲 む ジェスチ ャー) 。普 通 、よもや ま 話 だ けれ

ども。専ら、飲 みなが ら研 究の 話。

一寸 木: 僕らが 教員 になったころ は学 校 で 飲 む の はそ

んな 珍しい ことで はな かった。放 課 後飲 むな んてよ

くあった。

小 林: そ れ が普 通 だ もの。 車 社 会に なって無くな った

けれ どもね。

須 田： 飲 みな がら研 究討 議をし 、しっ かり研 究 も 高ま

ってい くと。

小 林: そ うで す。飲 む つま みが 研 究 に 関 わることだ か

ら( 笑) 。

須 田: 井上 校長 先 生 の指 導で 特 に印 象 に残 ってい るこ

とはありま す か。

小 林: 研 究 授 業 の 批 評 会 で、私 は長 い こ と研 究 主 任

やっていた が、研 究主 任 が黒 板 に全 部 分類をして、
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教材、素材はどうであったか、黒板に書いてまとめ

るわけ。それは苦しかったね。授業も苦しかったけ

れども研究会をそういう形でまとめていくのは大変

だった。なんといっても印象に残ったのは、「俺が

辞めるまで一緒にやらないか」と。はじめが始めだ

から。

一寸木: 二刀両断が一蓮托生になったわけですね。

小林: まさに、教育人生が変わったね。井上さんとの

出会いがなかったら、とてもじやないけれども初等

理科の理事長をやることはなく、方向違いのことを

やった、例の科教協の方を。

④ 松 田 小 学 校 時 代 の エ ピ ソ ー ド

一寸 木: 井上先 生 が松 田小 に来 てから報 徳 教 育の話 と

か、福 沢小 の話 とか。とくに 福 沢小で は芋 こじ 、な

どや って い ました け れ ども、そ うい う話は あっ たの

で すか。

小 林: 特 に 二宮先 生 の、とい うこ とに 限 定はし ない け

れども。 思い 出 のひ とつ に、当時 は朝 会 が毎 日あっ

た が、校 長 の話 が 長い か ら貧血を 起こして子どもが

倒 れ る。戸 外 の 運 動 場で は だ めだ 、講 堂( 今 の 体

育館) なら屋 根 がつ いてい るか らそこで 朝 会を やる

ようになった。 大体30 ～40 分。しかも1年 生 から6 年

生まで でしよ。5 、6年 生 を中 心 に話をもってい きた

い のだ けれ ども、飽 きてしまう。子どもも倒れ る。そ

こで、 来 年 度 は 学 校 予 算を、優 先 的 に 講 堂へ 長 椅

子を 入 れ る の に使 う。 当 時800 人ぐ らい、4 ～5 人で

座 れる長 椅 子 を本 当に入 れ た( 笑) 。 全部 座らせ て

「今 度 は倒 れ るの はい ない だろ」と( 笑) 。強 烈だっ

た。

一寸 木: 話 は「矛盾」とかそ ういう難しい ので はなく。

小 林: そ う。金 次 郎 さんも特 には入 れな かった。

須 田: 芋こじ とい うのは。

小 林: 芋 こじ の話 は教 員 にはした。家 庭 教 師を つけ て

マンツ ーマン でや れ ば 子どもが磨 かれ ると考えられ

て いる。し かしそうい うもので はない。子どもという

のは、芋こじで、お 互い に ぶつ かりあい なが ら磨 か

れていく。それ が教 室というもの、集団 というもの。

集 団 の中で 磨 かれ るのだ とい う芋 こじ論 ね 。そ れ は

現 職 教 育 で 僕 らは 聞 いた 。専 ら使 った のは 、難 し

い 言葉 をね 。 奥さんの 関 係 かな、奥 さんは クリスチ

ャンで は ない け れ どもキリスト教 に 対して は か なり

本 を読 んでお られた ので す ね 。そ の言 葉 をもって き

て、それ をお 話しされた。

一寸 木: 朝 会は 毎日でし よ。

小林: 講堂に入ってからは週2回になったのかな。猫

の話や犬の話を持ちこんできて。動物は多かった

ね。それから孫。美可ちゃんの話は年中でてきた。

かわいい盛りでね。

一寸木: 直接研究の話というよりは、やはり一般的な

朝会の話という感じだったのですね。

写真6 松田小在職時の井上喜一郎の書

※井上喜道氏蔵、「思考感動」1969 (昭和44) 年6月7日

小 林: 先 生 方は 一生 懸 命 メモをとってい た。何 を 校長

が 言ってい る のか とい うこ とを、教 員 は 勉 強 しろ と

いう、そ うい う姿 勢。

須 田: そ れ だけ 校 長 自身 の直 接 的 な問い かけ、 話し か

けを重 視 したので す ね。絶 対 に譲 らない、 とい う研

究 会などあっ たので す か。

小 林: それ は、そ うで す ね 。納 得が いくまで。 なる ほ

どと思うこ とを言 わ れ るから 、何 の反 論も な か っ た

ね 。そ うだ なと言 うし かない 。井上 さん は 授 業 中で

も、トントンと扉 叩い てね 、子どもは 自習させ とけ、

と。そ れで 廊 下で「今 度の研 究会こうしようああし よ

う」と。しょっち ゅうそ んなこと。 逆に 言えば 信 頼 を

されてい た とい うか。それ は今 見 たら 異 様じ ゃな い

の。 わ ざわざ教 室 まで きて、自習させ て、廊 下で 話

して。

須 田: 福 沢 の時 代 か ら一 緒 にやってきた大 学 の 先 生を

呼ぶ ことは あっだので す か。

小 林: ずっと通して 来 て 下さって い たのは 文 部 省 の 教

科 調 査 官 であ る上 田薫 先 生 と重 松鷹 泰先 生 。こち

らか ら「松 田 の教 育 を批 判 する」とい うテ ー マ で 講

演い ただ い たこ とは一 回 だけあ った。でも別 に悪 い

とい う批 評 は なか った けれ ど ね( 笑) 。 かな り成 熟

してか ら、7年 目ぐらいか な。

町 財 政 だって 余 裕 は ない 時 代 、案 内 状 一 つ で

も、講 師 料 だって 大 変 なもの。 全 国 公 開 の 研 究 会

－50 －



戦前・戦後の教育実践を語る

を毎年、よく工面したなと言われた。井上校長退職

の年には研究会を三日やった。理科が一日目、社会

が二日目、三日目が全教科。僕が理科、社会科は松

本さん。教室に入りきれないから一教室の机を講堂

にセットして。

須田一一才木: 今日はお忙しいところありがとうござい

ました。

お わ りに

井上喜 一郎 校長 を軸 心 戦後 新 教 育「福 沢プラン」

の 前 後に あっ た 報徳 教育 、そして「主 体 的 必 然性 」か

ら「可 動的 均 衡 点 」（松田 小方 式 ）に至 る授業 論 として

の深 まりについて 聞き取 り調 査を 行った。そこに、子ど

も の話 し合 い 学習 の在 り様 や 意 義 を 追 究し 、教 育 実

践・授 業論 としての 深み を見出 そうとした井上 校長 と教

員 集 団の 姿が あったこ とが 浮かび上 がってくる。

戦前・戦 後 の教 育 実 践 は 、皇 国 民錬 成 と民 主 教 育

ま たは 経 験 主 義 と系 統 主義 など、 断 絶 や 対 立の 構 図

で 語 られ ることが多 い。そ れ が変化（また は「改 訂」）

や 論 議として、当 事 者を 悩ませ たことは事 実であろう。

だが、そ れ に 対 し「適 応 」や「変 化 」の みで は なく。

（独 自の）「深 化 」という向き合い 方 も存 在 することに

気づ か され る。報 徳 教 育か ら戦 後 新 教育 を経て「可 動

的 均 衡 点 」に至 る道 筋 のさらなる詳 細な 検討 が今 後の

課題 であ る。

【イ寸記 】本稿は、科学研究補助金(H22-24 年度、若

手研究(B) 課題番号22730628「昭和前期における地

域社会学校論の形成史研究」)による研究の成果の

一つである。聞き取り調査にご協力を賜った湯山厚

氏、小林清氏、松本健嗣氏、露木和男氏、一寸木肇

氏、そして資料閲覧・活用にご協力を賜った井上喜一

郎ご子息・井上喜道氏、現福沢小学校長・米山和男氏

にこの場を借りて深謝の意を表したい。

1

2.

3

拙稿「昭和戦前期における福沢小学校・国民

学校の報徳教育」（『地方教育史研究』第33

号、2012年5月、83～104頁）。

武藤正人氏と共著の拙稿「戦後福沢国民学校

における報徳教育の再評価」（『東洋大学文学

部紀要』第65集教育学科編XXX Ⅶ、2012年2

月、39～59頁）。

石山脩平指導福沢小学校編『農村地域社会学

51

4.

5.

6.

7

8

9
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校』、金子書房、1951年。神奈川県足柄上郡南

足柄町立福沢小学校『「わかる」ことの追求』東

洋館出版社、1960年。

井上喜一郎／神奈川県松田小学校著として3冊の

書籍がある。『子どもに生きる授業一理科・社

会科の実践的比較研究－』東洋館出版社、1968

年。『理科・単元構成の改善と指導 一実在・現

象から質的な発展ヘー』明治図書出版、1969

年。『社会科の本質にせまる単元構成と指導－

のりこえて行く子ども・授業における矛盾と統一

の研究－』東洋館出版社、1970年。

前掲『「わかる」ことの追求』、316～327頁。

宇佐美ミサ子「座談会戦後教育の回顧一福沢小

学校-」（南足柄市史編纂委員会『市史研究あし

がら』第四号、1992年2月、1～26頁）。この間、

井上喜一郎の記念誌が3つ作成されており、そこ

に関係者の寄稿が多数ある。これらは注10 の研

究にて詳細に検討予定である。

加藤フク氏の回顧録は、前掲の武藤正人氏と共

著の拙稿「戦後福沢国民学校における報徳教育

の再評価」に所収。

露木喜一郎氏については、以下の4点かおる。

①神 奈川 県教職員 組合 編『神教 組 四十年

史』、1990年、727～728頁。

②神奈川県立栄養短大教授・草間俊郎による1990

年11月13日の聞き取り調査「神奈川県教育

関係者に聞く　 露木喜一郎先生聴聞記録」、南

足柄郷土資料館蔵。

③小田原市史編さん専門委員・金原左門による1995

年2月20日の聞き取り調査F 福沢プラン生

活カリキュラムの周辺」（『おだわら一歴史と文

化－』第13号、小田原市役所企画部市史編さん

課、2000年、24～31頁）。

④筆者による2003 年8月28日の聞き取り調 査、

拙著『昭和前期地域教育の再編と教員－「常

会」の形成と展開－』東北大学出版会、2008

年、296～308頁。

なお福沢小学校開校100 周年記念事業実行委員

会『開校百周年記念誌』2001年で、加藤氏は戦

前の報徳教育（24頁）、露木氏は戦後のF福沢プ

ラン」（30頁）を回顧、寄稿している。

南足柄郷土資料館蔵、南足柄市史編さん室「現

代教育聞き取り調査」1991年8月1日。湯山厚氏へ

の聞き取り調査記録。

この視点に立つ先行研究として影山清四郎「福
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沢小学校・松田小学校の社会科(I) 一教科とし

ての社会科の確立－」(『横浜国立大学教育紀

要』第36号、1996年、29～42頁) がほぼ唯一とい

ってよい。

10. 井上喜一郎ご子息・井上喜道氏のご厚意により未

発見資料を多数確認できた。これらは2013年中

に『戦後新教育・「実力の検討」実践資料集』(

不二出版) として刊行予定である。

11. 湯山氏自身の実践に関しては村田栄一氏との対

談記録「生活綴方と演劇の握手、主人公は誰だ

ったのか」(村田栄一編『いま語る戦後教育』三

一書房、1996年、85～100頁) がある。

12. 佐々井信太郎は1901年に神奈川県立第二中学校(

小田原中学) へ赴任、その後1923年には大日

本報徳社副社長に選任。加藤仁平は報徳教育

研究者で『新興報徳教育』同文書院、1938年が

ある。下程勇吉は教育人間学の立場から尊徳に

着目した『二宮尊徳の人間学的研究』広池学園

出版部、1965年がある。

13. 松本健嗣『「未熟もの」としての教師一失敗から

学び続ける刊 農山漁村文化協会、2009年。

14. 武谷三男(1911－2000) 。素粒子論の研究ととも

に、自然認識の三段階論や独自の技術論を唱え

た人物。『弁証法の諸問題』理学社、1946年。
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